ラーマーヤナ
ラーマーヤナは、「マハーバーラタ」と並ぶ古代インドの２大長編叙事詩である。
紀元前の１０００年頃、アーリア人はインド北部を東進して肥沃なガンジス川流域に入り、やがて１６の王国を建設する。その王国のひとつコーサラ国の王子ラーマとその妃シーターを中心に展開される愛と冒険の物語が、『ラーマーヤナ』である。

３世紀頃に詩人ヴァールミーキが、ヒンドゥー教徒の間で長年語り継がれてきた物語を編纂して長編の叙事詩とした。全７巻からなり、その長さは48,000行にもなる。
数多くの絵画、彫刻、建築、演劇、映画、ドラマ、音楽、舞踏などの題材とされ、
インドの文化を取り入れてきた東南アジアの国々に深く浸透している。

【　あ　　　ら　　　す　　　じ　】

第1巻　バーラ・カーンダ　(少年の巻)

コーサラ国のダシャラタ王は、盛大なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ばし),馬祀)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(さい),祭)を催して王子誕生を祈願した。
その結果、カウサリヤー妃からラーマ、カイケーイー妃からバラタ、スミトラー妃からラクシュマナとシャトルグナの４人の王子が誕生する。

人々は、ランカー島（セイロン島）に住むラークシャサ族を率いるラーヴァナ王
の悪行に苦しめられていた。ラーヴァナ王は、１０の頭と２０の腕と銅色の目と月の
ように輝く歯と山のような巨体を持ち、魔王と呼ばれ恐れられていた。
ヴィシュヌ神は魔王ラーヴァナ王を退治して人々を苦難から救うため、人間の
姿に化身してダシャラタ王の王子ラーマとなって生まれる。
ガンジス川流域にミティラーという国があり、その国のジャナカ王がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(すき),鋤)で土を掘

り起こしていると、土の中から幼女が現れた。王はこの幼女にシーターという名前
を付け、王女として育てる。シーターとは、田のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(うね),畝)という意味である。
王は、神前の大きな弓を引くことができる者にシーターを嫁がせることにした。

美しいシーターを求めて多くの男たちが挑戦したが、成功しなかった。
聖仙（仙人）ヴィシュヴァーミトラの供をしてジャナカ王を訪問したラーマ王子は、その弓をやすやすと持ち上げ弦を付けようと曲げ始めた時、百雷のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(とどろ),轟)きとともに
弓は真二つに折れた。こうして土から生まれたシーター姫はヴィシュヌ紳のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(けしん),化身)
であるラーマ王子と結婚する。その後ふたりは、１２年間幸せに過ごした。
第2巻　アヨーデイヤー・カーンダ　(アヨーデイヤーの巻)
コーサラ国の都アヨーデイヤーでは、ダシャラタ王が退位してラーマ王子に位

を譲ろうとしていたが、カイケーイー妃の侍女マンタラーは、カイケーイー妃の子、

バラタ王子を王位につけるため色々と陰謀をめぐらし画策した。
カイケーイー妃は、ダシャラタ王にバラタ王子に王位を継がせるよう嘆願する。
ダシャラタ王は、カイケーイー妃に「どんな願いでも、２つまでは叶える」と約束
して結婚していたので、この願いを受け入れざるを得なかった。

バラタ王子は、気が進まないまま王位についたが、ラーマ王子はダンダカの森
に１４年間追放されることになった。ダシャラタ王は深い悲しみの中で死去する。
　ラーマ王子は一人で森に行こうとしたが、王子を慕うシーターと弟ラクシュマナ
が一緒に森へ行きたいと再三訴えるので、ラーマ王子はこの願いを聞き入れる。

３人は森に入り、生活は厳しかったが３人で力を合わせ生きていく。
第3巻　アラニヤ・カーンダ　(森林の巻)
魔王ラーヴァナにはシュールパナカーという妹がいた。ある時、ラーマたちがい
る森に遊びに来た。魔王の妹はラーマが好きになりラーマを誘惑しようとしたが、
相手にされなかったので、逆恨みをしてラーマの妃シーターに襲いかかったが、
ラーマとラクシュマナによって耳と鼻を切り落とされ、魔王ラーヴァナの元に逃げ帰った。怒った魔王ラーヴァナは、シーターを奪い取る計画を立てる。
魔王ラーヴァナは、魔術師マーリーチャを美しい金色の鹿に化けさせ、シータ

ーの周りでEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(たわむ),戯)れさせたところ、この金色の鹿に魅了されたシーターは、ラーマに
鹿を捕らえて欲しいとねだった。ラーマはシーターの希望を叶えるため金色の鹿
をどこまでも追いかけて行き、ついに弓で射止めた。
金色の鹿は、魔術師の本性を現し、ラーマの声を真似て「ああ、シーター・・・、
ああ、ラクシュマナ・・・」と叫びながら死ぬ。遠くから聞こえてくるラーマの声を聞い
たシーターは、ラクシュマナにラーマを助けるよう叫ぶ。ラクシュマナは、ラーマか
らシーターのそばを離れずに守るよう命令されていたが、その命令を忘れシータ
ーをひとりにしてラーマの声がする方へ向かって走った。
魔王ラーヴァナは、ひとりになったシーターを捕らえランカー島に連れ去った。

第4巻　キシュキンダー・カーンダ　(キシュキンダーの巻)

ラーマは、必死になってシーターを探し求めた。
猿王国の都キシュキンダー（インド南部のカルナータカ州にあった）の森で、ラ
ーマは、シーターが誘拐されるのを目撃していた猿王国のスグリーヴァとその重
臣たちに出会う。猿たちは、シーターが残した首飾りや肩掛けなどを持っていた。

スグリーヴァは、兄である猿王ヴァリーンが戦いに出て戦死したと知らされ王位についたが、兄が生きて帰ってきて王位を奪われ、そのうえ妻のターラーまで奪われていた。猿王ヴァリーンは、短気で猜疑心が強く野蛮で人気がなかったが、魔王ラーヴァナと同盟を結んで猿王国を支配していた。
スグリーヴァの話を聞いたラーマは、シーターを失っている自分の身の上と似

ているのでスグリーヴァに同情し、王位を奪う戦いを助ける約束をした。
スグリーヴァは、兄の猿王ヴァリーンを倒して王位を奪還したら、猿王国の軍団
を動員してシーターを探し出す約束をした。
スグリーヴァは猿王ヴァリーンに戦いを挑み、激しい一騎打ちでスグリーヴァが
倒されそうになった時、ラーマは物影から弓を放って猿王ヴァリーンを射殺した。
スグリーヴァはラーマの助けによりヴァリーンとの戦いで勝利をおさめる。
兄の妃になっていたターラーは、同じ弓で自分も殺して欲しいとラーマに哀願
したが、ラーマはターラーの殉死を認めずその命を助けた。
兄を倒したスグリーヴァは、猿王国の王に復帰する。
猿王国では戴冠式が行われ、その後、祝宴が延々と続いた。猿王となったスグ
リーヴァと再び妃となったターラーを囲んで、猿たちは快楽にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ふけ),耽)る日々を過ごし、
シーターを捜索する約束をなかなか実行しようとしません。

その猿たちの都へ、ラーマの弟ラクシュマナがやって来る。
ラクシュマナは、快楽に耽る猿たちの様子を見て怒りが燃えあがった。
怒るラクシュマナに対し、猿王の妃ターラーは、「私はラーマが立腹しておられ
る理由も、ラーマとの約束が果たせない原因も知っております。また、現在なにを

すべきか知っております。王は色情におぼれながら、私のかたわらで過ごし恥を
知る心もなくしてしまったように見えますが、王はすでに全兵を召集するよう命令
をくだしております。」と言った。
スグリーヴァはラーマの恩に報いるため、全国の猿を召集し、シーターの捜索
を開始した。南に向かった軍師のハヌマーンが率いる１隊は、シーターの居場所
がランカー島であることを突き止める。

第5巻　スンダラ・カーンダ　(美の巻)

猿王の重臣であり軍師のハヌマーンは、風神ヴァーユの子である。

ハヌマーンは、海岸から跳躍してランカー島に渡り、シーターを発見する。
シーターは、魔王ラーヴァナの要求をすべて拒否したために監禁されていた。
ハヌマーンは自分がラーマの使者であるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(あかし),証)を見せ、やがてラーマが猿の軍勢
を率いて救出にやってくることを告げた。ハヌマーンは魔王ラーヴァナの部下に
発見されEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(まんしん),満身)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(そうい),創痍)になって戦ったが、蛇がのりうつった縄を巧みに使うインドラジ
ットの魔術にかかり捕えられ、しっぽに油を注がれ火をつけられた。

しかし、シーターの祈りが火の神アグニに通じ、ハヌマーンは火の熱さを感じな

かった。逆にその火でランカー島に火を放ち、島は火の海となる。
ハヌマーンは、ラーマの元へ帰りシーターの居場所を知らせた。

第6巻　ユッダ・カーンダ　(戦争の巻)

ハヌマーンの知らせを聞いたラーマは、猿王国の軍団とともにランカー島へ出
陣する。ランカー島では、魔王ラーヴァナの弟ヴィビーシャナが、シーターを返還
するよう主張したが聞き入れなかったので、ラーマ軍に投降する。

ラーマ軍は、インドラシッドの魔術を駆使した攻撃を受けて大きな被害を出しな

がらも勇敢に戦い、魔王ラーヴァナが率いるラークシャナ軍をしだいに追い詰め、インドラシッドが倒されたのち魔王ラーヴァナもラーマによって討たれた。

ラーマは、魔王ラーヴァナの弟ヴィビーシャナをランカー島の王とし、シーター
とともにコーサラ国の都アヨーディヤーに凱旋した。

第7巻　ウツタラ・カーンダ　(後の巻)

コーサラ国の都アヨーディヤーでは、「魔王ラーヴァナに捕らわれていた間、
シーターは貞操を守ったのであろうか?・・・」と、人々は疑い噂をした。
人々の噂を知ったラーマは、やむなくシーターを王宮より追放した。
シーターは聖者ヴァールミーキのもとで暮すこととなり、そこでラーマの子供

クシャとラヴァを生んだ。
ラーマは、シーターに貞操の証明をするよう求めた。
ラーマに疑われたシーターは、「誓って申しますが、私は潔白であります…
ラーヴァナは私の意識がないとき、私の肢体に触れたかもしれませんが、それ
は私の罪でしょうか…葬送の火を私のためにおつくりください…このような疑いを受けては生きておれません…私は身を焔に投じます。」と言った。
ラーマの弟ラクシュマナは葬送の火を準備した。シーターはラーマのまわり
を一度歩き、火に近づき、火神アグニへ「もし私のラーマヘの愛がまったく純潔
でありますならば、私をこの火焔より守らせたまえ・・・」と、叫んで火を一巡して
炎の中に身を投じた。
やがて、炎の中から火神アグニがシーターを膝に置いて現れた。シーターは
真紅の衣をまとい黒髪をなびかせている。シーターは無事であった。
シーターへの疑いは晴れ、ラーマはシーターを連れてコーサラ国の都アヨー
ディヤーに帰還する。弟バラタは、父王ダシャラタの死後、ラーマのサンダルを
玉座に置いてラーマの帰りを待っていた。
ラーマは、弟バラタの差し出すサンダルを履いて玉座に登った。　　　
完
孫悟空のモデルとなったハヌマーン
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《　付　　　　　　　記　》

インドの風習・・・サティ(寡婦殉死)・・・

ヒンドゥー教では、夫に先立たれた妻が、夫の火葬の火で殉死する「サティ」といわれる風習がある。

この風習の背景には、シーターがラーマへの純潔の愛を証明するため、火に身を投じる『ラーマーヤナ』の物語があると考えられる。しかし、サティを行う人間の女性は、シーターのように炎の中からは現れない。インドでは、多くの女性がサティの犠牲になっている。サティは1829年に禁止されたが、その後もサティは散発的に行われている。

ループ・カンワルさんのサティ
1987年1月17日、インド北西部のラジャスタン州デオララ村で、18才のループ・カンワルさんは、医師をめざしていた24才のマン・シンさんと結婚した。
しかし、夫マン・シンさんはその年の秋に亡くなった。葬儀が行なわれた日に若妻
カンワルさんは、結婚式の時に着た真紅の衣裳に身を包み、大勢の村人が見守る中、遺体を焼くために積み上げられた薪の上に座った。
喪主である夫の弟が火をつけた。
1987年9月4日、カンワルさんはそのまま焼死した。カンワルさんは炎の中で笑みを浮かべていたと村人は言っている。

カンワルさんは神になった。その後、神になったカンワルさんをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(あが),崇)める盛大な儀式が行われ、人口1万人に満たない村に30万人以上の人々が集まったという。
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